
昭和 49年 11月 1日発行

発行所 埼 玉 県 山岳 連 盟

埼玉県東松山市松葉町2-15-8

発行人 清  水  武  甲

編 集 広  報  部

第 7号 (1)

冬
山
登
Ｌ
に
願
う

清

水

武

甲

十

一
月
の
末
と
い
う
の
に
飛

騨
か
ら
帰

っ
て
来
た
友
人
が
あ

ち
ら
は
、
降
雪
で
車
が
動
か
ぬ

ほ
ど
だ

っ
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。若
い
頃
に
は
、
雪
の
便
り
が

チ
ラ
ホ
ラ
聞
け
る
頃
に
な
る
と

心
が
う
き
う
さ
し
た
も
の
で
し

た
が
、
近
年
は
、
そ
の
雪
の
便

り
を
開
く
と
、
冬
山
て
ま
た
若

い
生
命
が
何
人
か
消
え
て
ゅ
く

の
か
と
、
暗

い
気
持
に
な
り
ま

す
。こ
れ
は
私
が
初
老
を
む
か
え

た
た
め
か
、
ま
た
我
が
子
が
そ

れ
ら
の
若
い
人
た
も
と
同
年
輩

に
な
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い

の
で
す
。

山
登
り
に
関
し
て
は
、
い
ろ

い
ろ
の
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で

す
。
登
山
の
た
め
に

一
命
を
か

け
て
も
梅
は
な
い
と
云
う
若
い

人
が
居
り
ま
す
。
そ
の
人
に
は

そ
の
人
な
り
の
考
え
も
あ
る
よ

う
で
す
。
同
感
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
か
ら
死
ん
で
よ
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
で
す
。

登
山
の
た
め
に
命
を
か
け
る

な
ぞ
と
い
う
安
易
な
考
え
は
絶

対
に
許
せ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

ど
ん
な
理
由
が
あ

っ
て
も
命
を

捨
て
て
よ
い
と

い
う
登
山
は
な

い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
代
に
於

け
る
可
能
な
限
り
の
準
備
と
装

備
、
そ
し
て
事
に
当

っ
て
最
良

の
処
置
の
出
来
る
経
験
と
技
術

を
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
若
し
、
こ
の
こ
と

の

一
つ
て
も
持
ち
合
せ
の
な
い

者
は
登

っ
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。『い
ま
…
帰

っ
た
よ
・こ

と
笑

顔
で
家
族
や
友
人
た
ち
に
逢
え

る
登
山
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
。

い
よ
い
よ
冬
山
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
道
難
の
無
い
楽
し
い
登
山

で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

ｏ
新
役
員

会
　
長
　
　
清
水
武
甲

昭
和
四
十
九
年

よ
り
二
年
間
、
県

岳
連
の
運
営
に
当

る
新
役
員
は
四
月

の
総
会
で
、
全
役

員
が
留
任
と
い
う

こ
と
で
三
期
目
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

清
水
会
長
、
野

井
理
事
長
の
も
と

で
、
ま
た

一
歩
前

進
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

副

会

長
　
　
大
沢
　
亮

一

″
　
　
　
　
佐
藤
　
正
平

理

事

長
　
　
野
井
　
　
篤

副
理
事
長
　
　
一二
浦

　

一
郎

″
　
　
　
　
浅
見
　
　
豊

事
務
局
長
　
　
加
藤
長
次
郎

な
か
、
六
月
十
六
日
の
理
事

会
の
席
上
、

田
村
雄

一
、
斉
藤

誠
、
井
古
田
忠
男
、
岩
崎
繁
夫

の
各
氏
が
会
長
委
嘱
理
事
に
推

薦
さ
れ
、
地
区

よ
り

一
名
づ

つ

選
出
さ
れ
て
い
る
理
事
二
十
三

名
を
加
え
て
新
執
行
部
が
誕
生

し
ま
し
た
。

三

期

目

の

役

員

第

二
十
九
回
茨
城
国
体
選
手
決
る

来
る
、
十
月
二
十
日
よ
り
二

十
五
日
ま
で
会
場
を
茨
城
県
の

奥
久
慈
山
系
の
主
峰
、
男
体
山

を
中
心
と
し
て
六
日
間
に
わ
た

り
く
り
ひ
ろ
げ
る
山
岳
競
技
は
、

歩
行
技
術
、
生
活
技
術
等
を
重

◎

一
般
の
部

監
　
督

選
　
手

◎
高
校
の
部

監
　
督

選
　
手

点
項
目
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

本
県
か
ら
も

一
般
高
校
の
ニ
チ

ー
ム
七
名
が
出
場
し
ま
す
。
本

県
選
手
の
活
躍
を
期
待
す
る
と

共
に
、
岳
人
あ
げ
て
声
援
を
送

っ
て
下
さ
い
。

（
小
川
岳
連
）

（浦
和
岳
連
）

（
浦
和
岳
連
）

（秩
父
岳
連
）

（県
立
秩
父
高
校
）

（県
立
秩
父
高
校
）

（
県
立
行
日
高
校
）

田 新 船  新 橋 岸 久

口 井 戸  井 本  保

文 巧   靖 正 千 征

男 一 進  雄 己 彦 一
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指

道
菖
孟
褥
惨
会

・

茨
城
国
体
予
選
会

と
地
区
岳
連
の
あ
り
方
考
え
方
、

又
、
今
後
の
指
導
員
研
修
会
と

こ
れ
か
ら
の
国
体
登
山
に
つ
い

て
の
岳
連
の
取
り
扱
い
方
を
斉

藤
氏
か
ら
、
田
村
氏
の
登
山
技

術
の
話
し
等
の
内
容
で
講
話
を

終
り
、　
２
っ
い
て
親
睦
会
に
移

り
、
な
ご
や
か
さ
の
中
に
前
半

を
終
了
致
し
ま
し
た
。

翌
日
、
指
導
員
諸
氏
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
研
修
会
の
あ
り
方

進
め
方
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
な
が
ら
熊
倉
山
へ
登

り
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
て
い

た
だ
き
意
義
あ
る
研
修
会
を
終

了
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
三
〇

名
で
し
た
。

又
同
日
、
第
二
十
九
回
茨
城

国
体
選
手
の
予
選
会
を
熊
倉
山

を
会
場
に
行
い
、　
一
〇
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
各
自
二

〇
年
の
荷
を
同
じ
く
計
量
し
、

キ
ャ
ン
プ
場
よ
り
山
頂
を
目
指

じ
ガ
ン
パ
リ
ま
し
た
が
体
調
不

充
分
の
者
も
あ
り

熊
倉
山
ま
で

登
っ
た
者
六
名
、
下
山
も
元
気

に
下
り
予
選
会
を
終
り
ま
し
た
。

結
果
は
別
記
の
通
り
で
す
。

尚
監
督
に
は
指
導
委
員
会
の

中
か
ら
久
保
征

一
氏
に
お
願
い

し
了
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

事

務

局

便

り

第̈

一
会

理

事

会

報

告

一、
昭
和
四
十
九
年
六
月
十
六

日

（
日
）
午
前
十
時
よ
り

一、
会
場
　
東
松
山
市
公
民
館

一
、
出
席
者
　
野
井
、
三
浦
、

浅
見
、
佐
藤
、
加
藤
長
、

田
中
、
亀
田
、
井
古
田
、

上
原
、
大
河
原
、
武
井
、

関
根
、
三
ッ
木
、
金
子
、

日
村
、
久
保
、
岩
崎
、
横

溝
、
斉
藤
、
加
藤
杜
、
堀

内

（草
加
岳
連
代
理
）
、

倉
田

（川
越
岳
連
代
理
）

一
、
議
題

④
昭
和
四
十
九
年
度
の
事
業

の
う
ち
国
体
選
手
予
選
会

を
六
月
二
十
二
日
、
二
十

三
日
に
、
沢
登
り
講
習
会

研
修
会
を
八
月
二
十
四
日

二
十
五
日
に
実
施
す
る
こ

と
を
決
定
。

③
日
山
協
の
補
助
事
業
で
指

導
者
研
修
会
、
登
山
教
室

実
技
需
習
会
に
つ
い
て
早

期
に
実
施
す
る
こ
と
を
決

議
。

０
去
る
五
月
の
総
会
で
日
山

協
へ
の
負
担
金
が
ほ
ぼ
倍

額
に
な

っ
た
為
、
当
岳
連

の
各
地
区
の
負
担
金
も
値

上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
こ
と
を
了
解
し
て
も

ら

う

。

０
ハ
ラ
モ
シ
ュ
遠
征
隊
は
五

月
十
八
日
に
出
発
し
、
第

一
信
が
六
月
八
日
、
ギ
ル

ギ

ッ
ト
よ
り
到
着
し
た
む

⇒
九
配
財ギ
〈覇
告

一
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
十
四

日

（
日
）
午
前
十
時
よ
り

一
、
会
場
　
東
松
山
市
公
民
館

一
、
出
席
者
　
野
井
、
浅
見
、

加
藤
長
、
井
古
田
、
新
井
、

田
中
、
田
部
井
、
加
藤
杜
、

久
保
田
、
森
田
、
島
田
、

久
保
、
亀
田
、
斉
藤
、
日

村
、
岩
崎
、
紫
藤

一
、
議
題

④
八
月
二
十
四
日
二
十
五
日

の
沢
登
り
講
習
会
研
修
会

は
ク
イ
ナ
沢
で
研
修
を
黒

突
剣
沢
で
講
習
を
行
う
こ

と
に
決
定
。

③
震
民
体
育
大
会
登
山
大
会

は
会
場
を
武
甲
山
と
し
、

期
日
は
十
月
五
日
六
日
に

決
定
、
宿
泊
は
武
甲
荘
又

は
、
浦
山
渓
谷
キ

ャ
ン
プ

場
の
い
ず
れ
か
に
内
定
。

高
校
生
は
幕
営
と
す
る
。

０
斉
藤
指
導
部
長
よ
り
国
体

選
手
予
選
会
の
経
過
報
告

の
後
、
候
補
選
手
を
発
ヽ

岸
三
千
彦

（浦
和
）
橋
本

正
巳

（浦
和
）
新
井
靖
雄

（秩
父
）
補
欠
に
山
崎

（

浦
和
）
の
四
君
を
決
定
し

た
む
ね
報
告
。
監
督
に
つ

い
て
は
理
事
の
中
か
ら
二

種
指
導
員
資
格
者
か
ら
選

出
す
る
こ
と
を
決
議
。

０
各
部
長
を
選
出
す
る
。

ｏ
指
導
部
長
　
　
斉
藤
　
誠

″
副
部
長
　
新
井
　
進

ｏ
道
対
部
長
　
井
古
田
忠
男

″
副
部
長
　
久
保
征

一

ｏ
事
業
部
長
　
　
田
村
雄

一

″
副
部
長
　
亀
田
泰
二

ｏ
広
報
部
長
　
　
田
中
文
男

″
副
部
長
　
花
輪
滋
実

ｏ
国
体
対
策
部
長加
藤
長
市
郎

″
副
部
長
　
紫
藤
晃
男

″
　

″
　
　
島
田
寿
男

ｏ
自
然
保
護
対
策
部
長
浅
見
　
豊

″
副
部
長

加
藤
社
子
男

ｏ
海
外
委
員
会
委
員
長
田
山
　
勝

副
委
員
長
　
田
部
井
政
伸

⑥
日
山
協
派
遣
常
任
委
員
等

ｏ
常
務
理
事
　
　
野
井
　
篤

ｏ
指
導
常
任
委
員
田
中
文
男

ｏ
自
然
保
護
常
任
委
員
浅
見
　
豊

ｏ
国
体
常
任
委
員加
藤
長
市
郎

０
そ
の
他
と
し
て
城
西
大
学

山
岳
部
の
毛
呂
山
岳
連
に

加
盟
の
件
了
解
を
う
る
。

登
山
全
般
の
進
歩
の
中
で
、

新
し
い
技
術
の
向
上
、
新
し
い

用
具
の
使
用
法
、
指
導
法
等
、

又
指
導
員
諸
氏
の
親
密
な
横
へ

の
つ
な
が
り
等
早
く
か
ら
研
修

会
を
と
の
声
が
聞
か
れ
た
の
で

す
が
、
実
現
が
か
く
れ
始
め
て

埼
玉
岳
連
の
指
導
員
研
修
会
が

開
か
れ
る
運
び
と
な
０
ま
し
た
。

指
導
員
諸
氏
に
は
多
忙
の
処

多
数
の
参
加
を
得
、
非
常
に
岳

連
と
し
て
力
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
梅
雨
に
入

っ
た
六
月
二
十
二

日
に
自
久
の
月
ク
峰
キ

ャ
ン
プ

場
に
か
い
て
お
こ
な
わ
れ
、
午

後
八
時
半
よ
り
清
水
会
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
野
井
理
事
長
の

岳
連
の
方
針
、
指
導
員
と
し
て

の
あ
り
方
、
要
望
等
の
話
し
が

あ
り
、
浅
見
副
理
事
長
の
自
然

保
護
の
問
題
、
浅
井
氏
の
海
外

登
山
に
つ
い
て
、
田
中
氏
の
県

七

六
名

参

加

！

去
る
八
月
二
十
四
日
午
後
八

時
三
峰
口
駅
前
に
集
合
し
、
扶

血
川
の
東
大
演
習
林
管
理
事
務

所

（小
屋
）
で
座
学
の
後
、
・翌

日
は
折
か
ら
の
台
風
の
影
響
て

強
い
雨
の
中
を
、
研
修
会
は
タ

イ
ナ
沢
で
講
習
会
は
黒
突
剣
沢

で
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
、
研
修

沢

登

り

講

習
、

研

修
会

会
は
ル
ー
ト
図
の
作
成
と
い
う

テ
ー
マ
と
初
心
者
に
対
す
る
沢

登
り
技
術
の
指
導
方
法
を
、
講

習
会
は
沢
登
り
技
術
の
基
礎
を

学
習
し
た
。
七
十
六
名
と
い
う

参
加
者
て
盛
会
の
う
ち
に
無
事

終
了
し
、
終
了
証
と
パ
ッ
チ
を

授
与
し
て
閉
会
し
た
。

奥

秩

父

山
小
屋
組
合

自

岩

小

屋
　
原

　

義

恵

雲
取
ヒ
ュ
ッ
テ
　
千
島
　
盛
大

雲

取

山

荘
　
新
井
信
太
郎

雁

坂

小

屋
　
山
中
　
特
市

雁

峠

山

荘
　
千
島
　
　
茂

甲
武
信
小
屋
　
千
島
　
兼

一

十
文
字
小
屋
　
山
中
　
邦
治

清

滝

小

屋
　
鋼
神
畑
役
錫

白
井
差
小
屋
　
　
″
　

″
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県
岳
連

登
山
隊
が
、

去
る
五
月

十
八
日
か

ら
約
ニ
カ

月
間
、
パ

キ
ス
タ
ン

西
カ
ラ
コ

ル
ム
山
脈

の
ハ
ラ
モ

シ

ュ
峰

（

七
、
四
〇

六
メ
ー
ト

ル
）

へ
遠

征
し
た
。

同
峰
は

一
九
五
八

年
九
月
、

Ｈ
・
ロ
イ
ス
氏
を
隊
長
と
す
る

オ
ー
ス
ト
リ
ァ
隊
に
よ

っ
て
、

そ
の
北
面
か
ら
初
登
頂
さ
れ
た

山
岳
で
、
前
年
の

一
九
五
七
年

に
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大

学
隊
が
同
じ
北
面
か
ら
挑
み
、

二
峰
直
下
で
雪
崩
に
よ
り
二
人

の
隊
員
を
失
い
登
頂
を
断
念
し

て
い
る
。

ハ
ラ
モ
シ

ュ
は
世
界
の
登
山

家
た
ち
が
、

「
北
面
以
外
に
ル

ー
ト
は
な
い
」
と
断
言
し
た
に

ど
の
困
難
な
山
で
、
英
国

エ
ベ

県

岳

連

隊

測

量

、

調

査

は

成

果一九
七
三
年

光
局
と
数
度
の

折
衝
を
重
ね
た

結
果
、
東
面
ス

タ
ク
谷
の
許
可

が
得
ら
れ
た
も

の
。
こ
の
谷
は

（昨
年
）
八
月
、

イ

タ

リ

ア
の
前
出
デ
ジ
オ
氏
が
、

．ハ
キ
ス
タ
ン
登
山
家
Ｌこ
、
県
岳
連
隊
の
ベ

ー

ス

キ

ャ

ン
プ
下
、　
コ
テ
イ
ア
ル
ン
マ
氷
河
末

端
ま
で
入
山
し
て
い
る
が
、
東

面
の
資
料
収
集
ま
で
に
は
い
た

ら
ず
下
山
し
た
。
し
た
が
っ
て

現
地
の
資
料
は
県
岳
連
隊
の
も

の
が
世
界
で
初
め
て
公
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

同
隊
は
、
登
山
に
先
か
け
て

測
量
、
調
査
を
し
た
た
め
、
登

山
期
間
に
大
巾
な
日
程
不
足
が

あ
ら
わ
れ
た
が
、
こ
の
面
か
ら

の
登
頂
は
今
回
の
資
料
を
投
入

十
れ
ば

一
カ
月
半
で
可
能
と
の

備
を
得
た
。
ま
た
隊
員
数
も

イ
ボ
ー
タ
ー
を
少
し
多
く
雇

い
入
れ
れ
ば
五
―
六
人
の
パ
ー

テ
イ
で
充
分
で
あ
る
こ
と
も
わ

か

っ
た
。
し
か
し
、
東
面
か
ら

の
挑
戦
は
氷
河
を
三
本
、

コ
ル

を
二
っ
も

つ
な
ぐ
と

い
う
長
大

レ
ス
ト
隊
々
長
、
ジ

ヨ
ン
・
ハ

ン
ト
氏
、
イ
メ
リ

ア
の
Ｋ
２
登

頂
隊
長
、
デ
ジ
オ
氏
ら
も
そ
の

困
難
さ
を

「
世
界
で
最
も
困
難

な
山
岳
の
ひ
と
つ
」
と
い

っ
て

い
る
。
県
岳
連
隊
は
、
そ
の
残
さ
れ

た
空
自
の
部
分
を
解
明
し
、
あ

わ
せ
て
登
頂
を
も
日
論
み
、
東

面
ス
タ
ク
谷
か
ら
挑
ん
だ
。
し

か
し
、
第
五
キ

ャ
ン
プ
設
営
後

に
、
隊
員
と

ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
が

発
病
、
と
く
に
肝
炎
て
帰
国
す

る
隊
員
も
出
て
、
最
終
の
第
六

キ
ャ
ン
プ
と
登
頂
を
残
し
下
山

し
た
。

県
岳
連
隊
は
だ
が
、

こ
の
空

白
地
域
の
測
量
、
調
査
を
行
い
、

東
面
か
ら
も

″
登
頂
は
可
能
で

あ
る

″
と
い
う
確
認
と
と
も
に
、

ベ
ー
ル
を
脱
い
だ

ハ
ラ
モ
シ

ュ

東
面
の
貴
重
な
写
真
、
地
図
な

ど
を
持
ち
帰

っ
た
。

同
隊
に
当
初
与
え
ら
れ
た
許

可
は
、
南
面
の
イ
ン
カ
パ

ル
氷

河
だ

っ
た
が
、

こ
の
氷
河
は
全

面
が
急
傾
斜
の
氷
壁
で
覆
わ
れ
、

相
当
の
物
量

（
登
は
ん
用
器
材
）

が
な
い
と
不
可
能
で
あ

っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
同
隊
は
現
地
の
観

な

ル

で
あ
る
た
め
、

今
後
訪
ず
れ
る
登
頂
隊
は
、

体
力
、

技

価
，
ヽ
も

す
ぐ
れ
た

．ハ
ワ

ー
を

持

っ
た
人
に
限
ら
れ
、
登
頂
方

針
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
式
を
導
入

す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。
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導
を
お

願
い
し
ま
す

草
加
地

区

事
務
所

一草
一加
市
高
砂
ニ
ー
二

〇
―
三
二

Ｉ
一
富
野
屋
金
物
内

所
属
団
体
　
草
加
山
岳
会

四
十
三
名

昭
和
三
十
三
年
十

一
月
市
制

施
行
と
共
に
発
会
し
、
今
年
十

六
周
年
を
迎
え
る
「

当
時
は
他
に
二
団
体
が
あ
り

連
盟
の
組
織
を
作
り
市
体
協
に

加
盟
し
、
共
に

一
般
市
民
対
象

の
行
事
等
は
実
施
し
て
き
た
が
、

現
在
は
当
会
の
み
で
あ
る
。

春
、
秋
に
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏

に
キ

ャ
ン
ブ
講
習
会
、
市
民
富

士
登
山
大
会
と
そ
れ
ぞ
れ
市
教

育
委
員
会
と
共
催
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
本
音
と
し
て
会

の
本
来
の
活
動
を
考
え
る
と
負

担
で
も
あ
る
。
最
近
の
方
針
の

一
つ
に
未
組
織
登
山
者
の
吸
収
、

指
導
等
を
始
め
て
い
る
、
と
共

に
会
員
の
レ
ベ
ル
ァ
フ
プ
を
強

く
求
め
、
年
度
の
最
終
日
標
で

あ
る
冬
期
合
宿

へ
そ
な
え
、
会

山
行
を
．主
に
個
人
山
行
を
従
に

し
た
実
践
山
行
を
行
な
っ
て
い

る
０
草
加
市
の
人
口
も
い
ま
や

十
五
万
を
越
す
大
き
な
街
と
な

り
ヽ
登
山
愛
好
家
も
急
に
増
し

つ
ゝ
あ
る
。
そ
の
指
導
的
立
場

に
か
か
れ
る
当
会
、
並
び
に
会

員
の
責
任
は
大
き
い
。

県
岳
連
と
の
パ
イ
プ
を
太
め

各
地
区
の
皆
様
に
宜
し
く
御
指

秩

父

地

区

事
務
所
　
秩
父
市
本
町
ニ
ー

一

七秩
父
商
工
会
議
所
内

所
属
団
体

秩
父
山
岳
会

恵
流
峯
会

父
山
岳
会
が
大
正
末
期
発
足
の

歴
史
を
持
ち
、
戦
後
、
登
山
界

の
発
展
に
よ
り
、
各
種
山
岳
会

が
数
多
く
誕
生
し
、
こ
れ
ら
各

会
の
連
絡
、
協
調
の
必
要
性
か

ち
、
昭
和
二
五
年
二
月
二
六
日

秩
父
岳
連
を
組
織
し
た
。
又
、

奥
秩
父
連
峰
を
背
後
に
持
つ
観

光
面
の
活
動
と
共
に
遭
難
救
助

活
動
が
多
く
な
り
、
昭
和
三
三

年
五
月
遭
難
対
策
委
員
会
を
設

置
し
無
料
奉
仕
に
よ
る
活
動
を

開
始
、
こ
れ
ら
は
他
の
登
山
団

体
と
こ
と
な

っ
て
、
山
を
持
つ

地
元
岳
連
の
特
殊
事
情
て
あ
る
。

自
然
保
護
運
動
に
於
て
は
、

当
岳
連
を
母
体
に
し
て
、
市
町

村
、
仏
教
会
、
学
識
経
験
者
等

に
よ
り
昭
和
四
五
年
五
月
秩
父

自
然
保
護
委
員
会
を
発
足
、
奥

秩
父
原
生
林
保
護
、
武
甲
山
保

護

ア

に
つ
い
て
、
国

・
県

・

市
・
関
係
団
体

へ
請
願

・
陳
情

運
動
と
共
に
、
二
百
名
の
自
然

保
護
指
導
監
視
員
に
よ
る
、
現

地
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

秩
父
岳
連
、
県

警

本
部

長

よ
り

感

謝

状
を
受

け

る

秩
父
岳
連
は
、
他
地
区
岳
連

と
は
異
な
り
、
奥
秩
父
連
峰
を

背
後
に
も
つ
地
元
岳
連
と
し
て

の
責
任
上
、
登
山
客
の
増
加
と

共
に
道
難
事
故
の
発
生
も
急
増

し
，
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
よ

ら
ず
、
道
難
者
の
捜
索
な
ら
び

に
救
助
活
動
を
負
わ
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
昭
和
三
十
三
年
五

月
、
自
発
的
に
秩
父
岳
連
遭
難

者
対
策
委
員
会
を
設
立
し
、
以

来
、
出
動
回
数
約
六
〇
回
、
死

亡
者
搬
出
十
五
名
、
重
軽
傷
者

の
救
出
七
〇
数
名
、
こ
れ
に
出

動
し
た
救
助
隊
員
延
ぺ

一
五
〇

〇
名
を
数
え
る
に
至
っ
て
か
り
、

今
般
埼
玉
県
警
察
本
部
長
よ
り

感
謝
状
を
受
け
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
九
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に
か

け
て
参
加
人
員

一
五
〇
名
で
奥

秩
父
、
雲
取
山
を
中
心
と
し
て

秩
父
側

（大
洞
川
、
大
血
川
）

の
沢
登
り
を
主
体
と
し
て
、
十

七
コ
ー
ス
の
記
録
収
集
を
目
的

と
し
た
親
睦
集
中
登
山
大
会
を

実
施
し
た
。
　

（左
写
真
）

関
東
地
区

登
山
大
会

開
か
れ
る

東
京
都
岳
連
担
当
て
、
去
る

八
月
二
十
四
、

二
十
五
日
の
両

日
、
奥
多
摩
に
て
関
東
地
区
登

山
大
会
が
行
な
わ
れ
、
本
県
か

ら
も
Ｓ
Ｒ
Ｓ
同
人
の
メ
ン
パ
ー

十
五
名
が
参
加
し
、
他
県
と
の

親
睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

役
員
と
し
て

茨
城
国
体

ヘ

加

藤

氏

、

日
村

氏

第
二
十
九
回
茨
城
国
体
に
県

岳
連
よ
り
二
名
の
役
員
が
選
ば

れ
派
遣
さ
れ
ま
す
。

日
本
山
岳
協
会
の
技
術
副
委

員
長
と
し
て
加
藤
事
務
局
長
が
、

Ｂ
コ
ー
ス
県
外
サ
ブ

ヽ
リ
ー
ダ
ー

と
し
田
村
事
業
部
長
が
派
遣
さ

れ
ま
す
。

会
報
あ
り
が
と
う

次
の
岳
連

（協
会
）
よ
り
毎

号
会
報
の
ご
寄
贈
を

い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

「
都
岳
連
通
信
」
東
京
都
山
岳
連
盟

「
と
き
わ
木
」
神
奈
川
県
山
岳
連
盟

「
岳
連

ニ
ュ
ー

ス
」

静
岡
県
山
岳
連
盟

「
山
岳
協
会

ニ
ュ
ー
ス
」

長
野
県
山
岳
協
会

「
愛
知
岳
連

ニ
ュ
ー
ス
」

愛
知
県
山
岳
連
盟

「
Ｆ
Ｏ
Ｍ

ニ
ュ
ー

ス
」

大
阪
府
山
岳
連
盟

「
京
都
岳
連
」京
都
府
山
岳
連
盟

「
兵
庫
山
岳
」兵
庫
県
山
岳
連
盟

編
　
集
　
室

０

一
年
の
プ
ラ
ン
ク
か
わ
び
し

ま
す
。
な
か
な
か
軌
道
に
乗
ら

ず
、
相
変
ら
ず
で
す
。
秩
父
岳

連
に
は
ご
協
力
い
た
だ
さ
感
謝

い
た
し
ま
す
。
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